
令和4年度

活動の概要
全年次共通の指導案を用い

て，探究学習の技法やルール
を学習，他者との協働はクラ
ス内の少人数等無理のない形
で実施。成果の発表はクラウ
ドを利用してレポートを閲覧
し，コメントを送り合った。

ひがプロ①(全年次実施）

「探究のしかたを学ぼう」

ガイダンス
テーマ設定

情報収集

整理・分析

まとめ・表現

全体発表会
(レポート閲覧とコメント交換)

振り返り

令和5年度

活動の概要
細密な年間指導計画を基に生徒の実態に合わせて実施する。①，②共

に２サイクルの実施形態とし，１周目にＨＲ単位で学習方法を体験，２
周目に各自の探究をする。大テーマを①は3つの探究コースから選択，
②は「課題ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞ」から設定する。②では興味関心の重なるメンバー
によるグループ活動を基本とし，ICTを活用した他者との関わりから協
働的な学びを体験させていく。また，グループ形成や再構成などに柔軟
に対応する。成果物は①はレポート，②はスライドショーや動画などの
活用も視野に入れていく。

ひがプロ①（入学年次）
「探究的な見方や考え方を

身に付けよう」

ひがプロ②（入学年次以外）
「身近な問題に気付く力，
解決する力をつけよう」

１
周
目
（
体
験
）

ガイダンス･アイスブレイク

クラスの課題を設定しよう

１
周
目(

体
験)

課題テーマの理解

情報収集の方法 探究の手順と発表方法

整理･分析とは
２
周
目(

グ
ル
ー
プ
活
動)

課題を設定しよう

まとめ･表現 協働について考えよう

２
周
目
（
個
人
活
動
）

自分の課題を設定しよう 情報を収集しよう

情報を収集しよう 整理･分析

整理･分析 まとめ･表現を工夫しよう
スライドショーや動画を活用し，

自分達の発表の形を作ろうまとめ･表現

①②全体発表会(レポート閲覧・コメント交換)

振り返り 振り返り

令和4年度いじめ対策・不登校支援及び中途退学防止事業 教育活動充実支援事業【総合的な探究の時間】 研究成果発表 宮城県東松島高等学校

全教員で育成を目指す生徒の姿に迫る総合的な探究の時間のカリキュラム開発 －ひがまつプロジェクトの学習評価の実践を通して－

１ 研究目標
⑴ 全生徒対象に実施するひがまつプロジェクト（以下「ひがプロ」）①のカリキュラムを評価・改善し，ひがプロの全体計画を見つめ直すとともに，ひがプロ①のカ
リキュラムの更新，ひがプロ②のカリキュラムの修正を行うことにより，生徒の学びの質の向上を図る。

⑵ 義務教育段階での学習内容が十分に身に付いてない生徒や，他者と関わりながら学習を進める経験が乏しい生徒を対象とする探究学習の在り方を明らかにする。
⑶ ひがプロの指導実践を通して，教員が学習評価の在り方を再認識するとともに，より適切で効果的な評価方法を検討し，教科等における指導実践の改善を図り，生
徒の学習意欲の向上，資質・能力の育成につなげる。

２ 研究方法
⑴ ひがプロ①の授業において，担当する教員が共通の学習指導案に従って指導を展開する。
⑵ ひがプロ①の学習活動への生徒の取組状況を，担当する教員が評価規準に基づいて見取り，記録に残す。
⑶ ひがプロ①の各回の記録を集約，分析，蓄積し，生徒の変化・変容を把握するとともに，それにより学習活動の展開や内容，方法の更新・修正を図る。

３ 研究活動の実際

４ 成果と課題
本校は小中での不登校経験者や他者との関わりに困難を感じる生徒が数多く在籍し，小中での探究活動に関心や達成感を感じられず，苦手意識を持つ生徒が多く見られた。そのため，｢ひがプロ①｣では生徒それぞれ

の関心事について「一人一人に，いかに探究のステップを踏ませるか」を意識し，全てのHRで共通の学習指導案に従って実施した。そして，学習活動への生徒の取組状況を各担当教員が評価規準に基づいて見取り，生
徒の変化・変容を把握した。探究活動の取組に渋りのある生徒は抽出し，個別の支援の体制を整え，年次対応で手当てすることにより，全履修生徒が成果物を提出できた。同時に研究企画部が教員から次年度の学習活
動の展開や内容，方法等の要望を受け，指導計画の更新・修正を図ることができた。生徒アンケートでは，｢探究活動で身に付いたこと｣と，｢関心のある事柄｣の件数が年度当初に比べ顕著に増加した。難易度と満足感
の関係については，｢どちらかと言えば難しかった/難しかった｣と回答した生徒の60％が｢満足した/どちらかと言えば満足した｣と回答しており，探究活動の難しさを｢手応え｣として肯定的に感じていると推察される。
職員全体で，総合的な探究の時間のカリキュラム開発，指導支援，学習評価に取り組むことにより，これからの時代に求められる個別最適な学びや協働的な学び，ICTを活用した学びの姿を具体的にイメージすること
ができ，授業改善のヒントを手にすることができた。
課題としては，ひがプロ①～④の各総探科目において，全ての生徒が身に付けるべき資質・能力を確実に育成しつつ，指導方法・内容・進度等の自由度や段階性を考慮して全体計画を再構築していくこと，また，

｢ひがプロ｣を他者と協働するスキルの向上につなげていくことが挙げられる。

第1回 生徒アンケート（６月）
小中での総合的な学習の時間における学びの状
況，関心のある事柄についての実態把握。

第2回 生徒アンケート（１月）
１回目に対応する内容で，全体発表会後に実施。

第1回 教員振り返りアンケート（５月）
各単元終了時に実施。
全校体制の授業指導案・ワークシートへの授業
担当者の意見を次年度の計画作成やひがプロラ
ボの研修内容に反映。

第2回 教員振り返りアンケート（６月）

第3回 教員振り返りアンケート（９月）

第4回 教員振り返りアンケート（11月）

第5回 教員振り返りアンケート（２月）

第1回ひがプロラボ・ｶﾘｷｭﾗﾑ開発推進委員会（８月）

Googleドライブを生徒の情報集積に活用する方法
を教員間で共有。また，進度に遅れが見られる生
徒のピックアップを実施。

第2回ひがプロラボ・ｶﾘｷｭﾗﾑ開発推進委員会（９月）

ジャムボードのワークショップを実施。「探究活
動の取り組みに渋りのある生徒の様子とこれまで
の働きかけ」についての意見交換とスーパーバイ
ザーによる指導・助言。

第3回ひがプロラボ・ｶﾘｷｭﾗﾑ開発推進委員会（12月）

次年度の計画立案について，スーパーバイザーと
オンラインミーティングを実施。

第4回ｶﾘｷｭﾗﾑ開発推進委員会（１月）

スーパーバイザー，学校評議員に全体発表会を参
観いただき，生徒，教員に向けた講評を撮影。2月
の振り返り時に生徒が視聴。

全体発表会の実施
人前での発表はハー

ドルが高いが，レポー
トの閲覧であれば他者
の活動に関心を持って
記名付きの感想を伝え
たり，受けとったコメ
ントから達成感を得る
ことができた。

ひがプロ①･･･生徒一人一人に総探の探究ステップをいかに踏ませるか。
ひがプロ②･･･グループとしてのステップをどう踏ませるか。

ひがプロの年次履修イメージ
令和７年度に完成予定

R4 Ｒ5 Ｒ6  Ｒ7  Ｒ8 Ｒ9 

１９年次 ①

２０年次 ① ②

２１年次 ① ② ③

２２年次 ① ② ③ ④

２３年次 ① ② ③ ④

２４年次 ① ② ③ ④

２５年次 ① ② ③


